（案）

変革と挑戦　～「部局長マニフェスト」のスタートにあたって～
○　私は、府民の皆さんが、大阪という都市、知事である私、大阪府庁という組織に求めているのは、変革と挑戦だと考えています。前例踏襲でなく、これまでのやり方そのものを変革できないのか。明日の大阪のため、今何に挑戦すべきなのか。私は、知事就任以来、府民の皆さんに数々のメッセージを発しながら、ひた走ってきました。
○　同時に、私は税を投入する施策の効果をどのように検証すればよいのかということに特に意を用いてきました。就任直後に政策マーケティングリサーチの手法を導入し、事前に効果を立証できない施策は認めないという方針を貫いてきましたが、実施した施策が府民満足度に結びついているのか、その検証をどう行うのか、改善にどうつなげるのかについては、模索しながら進んできました。

○　この4月から、組織強化を図るため「戦略本部体制」をスタートさせています。私は、この「戦略本部体制」の下で、「大阪維新プログラム案」や「将来ビジョン大阪」を着実に進めながら、大阪府庁という組織が一丸となって変革と挑戦を続けるような仕組み、府民の視点で施策の効果を点検し、改善点を見出し、反映させる仕組みを確立したいと考えています。
○　その肝となるのが「部局長マニフェスト」です。「部局長マニフェスト」は、府庁組織の各部門の政策推進とマネジメントの要である部局長自身が、府としての大きな方向性の下で、自らの部門が遂行する戦略目標や具体的な成果指標を掲げ、知事である私との間でその実現を “約束”し府民の皆さんに公表するものです。
○　大阪府庁の各部局・現場では、日々、治安、防災、教育、福祉、医療、環境、雇用、産業、都市インフラの整備など様々な業務の遂行に汗をかいています。これらの仕事の大部分は、手堅く着実に取り組むことで、府民の安全・安心や生活を守り、府民の信頼を得ることができるものです。
各部局長は、これらをしっかりとマネジメントするとともに、現状維持ではない変革と挑戦、戦略的な課題への取組みを、この「部局長マニフェスト」に位置づけ、私とともに役割と責任を果たしていただくことを期待しています。
○　これは、他の自治体に例をみない新たな試みです。いろいろと試行錯誤を繰り返しながらも、まずはやってみようということでスタートさせます。府民の皆様のご意見、府議会の皆様のご意見をもとに、より良い制度へと発展させていきたいと考えていますので、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。
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